
地

球

節
二
十
七
怨

終
末
班

望
lL;

武
蔵
野
新
田
来
港
の
研
究

(
第
二
報
)

1
秒
川
村
の
開
拓
と
そ
の
栄
終
発
親
-

(武
城
野
研
究
そ
の
五
)

日

次

.L

.
細

.∵=

二
､
砂
川
村
の
閑
拓
起
伸

二
､
砂
川
新
川
関
如
以
後
の
光
拓
故
脱

四
'
砂
川
村
の
飲
料
水
問
題

証
､
砂
川
村
諭
新
川
の
親
村
に
就
て
､
(
人
目
移
動
の
考
察
)

六
'
砂
川
村
の
光
祐
凡以
楓

t

ヒ
､
紡

訴

人
､
文

献

二

緒

言
(-
)(
c1)(指
)

本
稿
は
聾
者
の
意
図
せ
る

武

就

野

研

究
の

一
籍
を
な

〔4)

す
も
の
で
あ
-
､
又
衝
き
ほ
公
表
せ
る
拙
稿
｢

武

減

野

新
田
祭
静
の
研
究
妨

一
報
地
球
折
二
十
六
忠
節
六
批
｣

矢

嶋

仁

吉

の
覆
報
で
あ
る
｡

本
稿
に
於
で
は
､
関
都
武
減
野
に
於
け
る
模
式
的
の

新
田
衆
蕗
で
あ
る
砂
州
村
(東
京
府
北
多
摩
郡
)
を
､
そ

の
研
究
地
域
と
し
た
｡
砂
川
村
は
武
減
野
基
地
の
両
方

狭
山
丘
陵
と
も
該
墓
地
の
商
練
を
流
れ
る
多
摩
川
と
の

略
中
間
に
楳
置
し
､
基
地
を
兼
酉
は
通
ず
る
五
日
市
荷

造
に
沿
っ
て
列
状
に
磯
達
し
溌
新
田
宋
蕗
で
あ
る
.

(6
)

(6)

本
地
域
附
近
に
就
七
は

高

橋

源

1
郎
氏
･

能

登

志
雄

氏
等
の
業
績
が
公
表
さ
れ
て
ゐ
る
｡
筆
者
は
該
繁
藤
の

凝
連
過
轟
と
う
そ
の
訳
落
景
観
は
就
て
若
干
の
考
察
を

進
め
た
｡
本
研
究
に
潜
っ
て
は
､
田
中
啓
爾
助
数
按
の

御
怨
篤
舟･6る
御
指
導
を
仰
ぎ
'
又
今
村
撃
郎
助
数
授

･



首
相
倍
音
排
撃
士

･
菅
野
藩
邸
排
撃
士

･
桝
田

7
二
助

手
及
び
そ
の
他
東
京
文
糊
料
大
撃
地
理
尊
敬
等
の
方
々

よ
-
多
大
の
御
示
数
を
恭
ふ
し
ね
｡
銅
野
外
調
査
の
際

特

に
同
村
の
砂
川

1
平
氏
は
堂
重
な
る
版
本
史
料
の
閥

嶺
を
許
さ
れ
､
且
っ
種
々
御
指
導
h
I賜
っ
た
｡
叉
統
計

そ
の
他

に
就
Y
は
砂
川
村
長
始
め
同
村
役
場
の
方
々
よ

-
抄
か
ら

附
御
高
配
を
仰

い
だ
｡
是
等
の
方
々
に
対
し

て
p
衷
心
戚
謝
の
意
を
嚢
す
る
次
節
で
あ
る
｡

二
､
秒
川
村
の
開
拓
起
源

砂
川
村
は
現
在
'
束
末
酔
北
多
摩
郡
に
属
し
て
ゐ
る

が
､
之
は

砂
川
(
砂
川
新
田

)･･三
･･･二

番
よ
-
八
番
迄

田
堀

三

九

番
'
砂
川
前
新
甲

･-
‥
十
番

殿
ヶ
谷
新
m
p
耳
捧
新
肘
､
中
里
新
し
'
芋
久
保
新
田

等
の
渚
新
任~
数
落
と
､
五
日
市
街
道
の
南
方
は
在
る
南

ヽ
ヽ

砂
州
(
八
軒
と
柄
す
)
及
び
極
月
押
天
と
を
併
せ
た
紙
箱

で
あ
る
｡
是
等
の
内
'
砂
州
新
田
は
､
穂
川
時
代
武
減

(-)

野
開
拓
の
初
期
の
新
旧
で
あ
-
前
掲
本
研
究

姶

一

報
に

武
減
斬
新
Z
鞭
拓

の
桝
究

於
で
述
べ
カ
新
町
村
の
衆
渉
は
次

い
で
､
武
蔵
野
新
EE

衆
蕗
の
先
駆
を
な
す
も
の
＼
一
で
あ
る
｡
他
の
諏
新
田

は
何
れ
も
享
保
以
後
の
開
拓
で
あ
る
｡

本
稿
に
於
で
は
特
に
砂
川
新
任t
を
中
心
と
し
て
を
の

開
拓
過
程
と
衆
落
丑
観
に
つ
い
で
述
べ
て
見
た

い
と
滋

ふ
｡砂
川
新
田
は
､
甘
楽
武
州
多
摩
郡
は
属
し
'
永

い
間

武
蔵
野
の
荒
野
と
し
て
無
居
住
地
碑
の
ま
ゝ
放
置
さ
れ

て
ゐ
カ
所
で
あ
る
｡
之
を
同
郡
岸
村

(
狭
山
丘
陵

の
園

麓
現
在
村
山
村
に
属
す
)
の
農
'
村
野
三
着
衛
門
が
徳

川
時
代
の
初
期
に
開
拓
し
､
砂
川
新
附
と
稀

へ
た
事
に

該
衆
静
聴
蓮
の
起
源
を
有
し
て
ゐ
る
O

新
編
武
減
風
土
記
稿
怨
之
甘
二
十
多
層
郡
之
三
十
二

山
口
領
砂
川
村
の
櫨
に

｢
･････村

の
約
数
を
称
あ
に

い
ま
梓
相
に
供
せ
る
助
宥
御
門
が
家
に
伸

へ
た
る
鬼
女
八
叫

の
紀
錐
に
六
十
叫
以
前
武
械
野
砂
川
と
云
臆
を
枇

立
､
御
中
砧
云
々
と
あ
り
､
鬼
女
八
叫
よ
り
六
十
ムー三
以
前
と

い
は
ZJ

艇
長
十
蛸
叫
の
切
開
け
し
析
な
る
ぺ
し
｡
･
-
｣

と
記
載
L
で
あ
る
｡

二
義

lt
I.+
.



地

球

妨

二
十
七
怨

現
在
p

砂
川
新
田
の
開
拓
週
報
数
寄
聖
べ
き
敢
古
の

親
木
史
料
は
ゴ

充
棟
二
年
記

武
州
脂

脚
砂
川
新
E
御

検
地
帳
｣
(
砂
川
氏
所
減
)
で
あ
る
｡
砂
川
新
田
の
ー開
拓

(.I)

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

に
就
三

向

橋

源

一
郎
氏
の
引
用
せ
ら
れ
た
､
｢
砂
川
源
正

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

銘
循
門
由
緒
沓
上
帳
｣
は
そ
の
開
拓
起
源
む
慶
長
車
中

と
し
て
ゐ
る
が
該
韓
は
文
化
年
中
の
述
作
で
あ
る
｡
桝

が
同
村
流
泉
等
の
鏡
銘
む
見
る
と
'
そ
の
中
に

｢非
城
也

拭
雅
之
中
城

光
永
坤
中

郷
桝
雌
之
地
｣

と
記

r
u
れ
で

あ

る
｡

叉

p

之

を

開
拓
者

の
後
な
る
砂
川

i.
平
氏
の
宅
に
樽
は
る
代
々
の
位
牌
に
よ
っ
て
見
る
と

初
代
三
石
衛
門

(
骨
相
草
創
の
苑
し
た
の
が
延
賛
九
年

即
ち
天
利
元
年
)
で
あ
る
.
死
亡
し
た
年
輔
が
明
記
し

て
な
い
の
で
明
確
は
は
い
以
程
な

い
が
p
前
記
新
編
武

蔵
風
土
記
稿
の
配
す
慶
長
十
四
年
と
す
る
と
彼
の
死
去

の
七
十
二
年
前
と
在
る
.
是
等
の
鮎
よ
か
考
察
し
て
､

ヽ

ヽヽ

首
相
の
開
拓
は
琉
泉
寺
の
鐘
銘
に
あ
る
如
-

｢
寛
永
年

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

申
新
所
踊
之
地
L
と
解
揮
す
る
の
が
妥
皆
で
あ
ら
う
｡

何
れ
ほ
し
一yJ
も
砂

川
新
田
の
開
拓
起
源
は
徳
川
時
代
の

初
期
に
屈
し
､
武
織
野
新
田
衆
静
の
先
駆
を
な
す
も
の

節
.<

淡

雪

八

一
六

㌧
一
と

い
へ
や
う
｡
そ
の
開
拓
の
皆
初
は
､
初
代
三
石

衛
門
は
､
古
村
の
岸
村
に
任
し
て
居
み
､
そ
の
手

(
二

代
助
左
衛
門
)
も
始
め
は
同
地
に
あ
っ
て
'
砂
川
新
田

の
名
主
む
勤
め
で
ゐ
た
｡
後
年
戎
堀
川
沿
岸
の
｢
砂
｣
に

移
-
p
更
は
三
代
束
右
衛
門
に
至
っ
て
現
在
の
五
日
市

繕
道
は
滑
ふ
棟
常
に
淡
路
を
設
定
し
た
が
'
之
は
立
川

L
水
の
開
巣
以
後
の
事
で
あ
る
｡

三

､砂
川
新
田
開
拓

以
後

の
栗
落
馨
展

玉
川
上
水
及
び
そ
の
他
の
分
水
の
開
饗
の
後
､
漸
-

新
m
焚
群
の
磯
蓮
を
見
る
ほ
室
つ
ね
が
､
を
の
中
心
を

な
す
も
の
は
､
現
在
の
砂
川
柑

一
番
よ
か
八
番
に
至
る

地
域
で
あ
る
｡
爾
後
新
田
朋
輩
の
鳩
手
は
､
主
と
し
ィJ

五
日
市
街
道
に
沿
っ
て
束
酉
に
聴
蓮
し
た
｡
即
ち
現
在

の
柑
砂
川

(
殿
ヶ
谷
新
田

｡
宮
樺
新
田

｡
中
里
新
田
)

は
西
方
に
於
け
る
開
教
で
あ
･C
､
東
方
に
礎
属
し
た
栄

蕗
に
EE
堀
(
九
番
)
及
び
砂
川
前

新
田
(
十
番
)
が
あ
る
｡

虻
に
後
年
走
等
よ
-
分
岐
し
て
孫
相
と
し
て
商

ハ
ほ
敬



逢
し
た
新
相
楽
山路
は
｢
硝
砂
川
｣
及
び
｢
棲
月
耕
天
｣
等

が
あ
る
｡

B(･iin

是
等
諾
新
附
の
史
的
開
展
に
就
て
は
既
に
高
橋
氏
の

評
糾
な
る
記
載
が
あ
る
か
ら
霜
に
於
で
は
'
主
と
し
て

夫
等
の
新
田
発
酵
と
を
の
観
相
と
の
闘
係
を
述
べ
､
本

地
域
に
於
け
る
人
口
移
動
の
方
向
に
就
て
を
の
地
桝
的

意
義
を
考
察
し
て
見
た
い
と
瓜
ふ
｡

ィ
､
西
砂
川
の
閉
殻

現
在
の
酉
砂
川
は
､
明
治
十
二
年
十
二
月
､
殿
ヶ
谷

新
附

｡
宮
韓
新
田
及
び
中
里
新
田
を
合
併
し
て
の
醜
綱

で
あ
る
.
殿
ヶ
谷
新
田
は
五
日
市
荷
造

の
北
側
に
位
潤

し
五
日
市
押
遣
を
隔
七
㌧
を
の
南
側
が
宮
喋
新
附
で
あ

ら
.
中
里
新
田
は
､
右
南
新
H
の
西
に
輩
達
し
光
栄
群

で
あ
る
｡

苑
等
の
譜
新
田
栄
蕗
の
観
相
を
見
る
と
､
殿
ヶ
谷
新

田
は
木
村
の
北
方
､
桃
山
丘
陵
の
商
焚
な
る
殿
ヶ
谷
(
覗

在
の
西
多
摩
郡
殿
ヶ
谷
村
)
の
人
が
主
と
な
っ
て
開
拓

し
た
新
川
で
あ
る
｡
享
保
年
中
の
開
拓
と
樽

へ
ら
れ
､

を
の
皆
初
は
､
殿
ヶ
谷
村
の
外
三
ケ
嶋
村

(狭
山
丘
陵

北

城

野

新

川
淡

路

の

研

兜

の
北
斎
ー
現
在
の
埼
玉
服
入
間
郡
三
ケ
嶋
村
)
よ
り
移

任
し
来
っ
た
豪
も
あ
っ
た
｡

開
墾
潜
時
は
二
十
八
月
で
､
殿
ヶ
谷
村
79
親
村
と
し

て
凡
べ
て
が
行
は
れ
'
鎮
守
阿
瓦
佐
美
天
榊
就
及
び
相

の
華
提
寺
宝
林
寺
は
殿
ヶ
谷
柑
よ
み
糊
謂
さ
れ
火
の
で

あ
る
｡
殿
ヶ
谷
村

を親
村
と
す
る
気
分
は
､
行
政
匿
割
の

全
-
異
っ
於
今
日
に
於
で
も
続
け
ら
れ
､
例
年
九
月
､暫

米
の
二
十
八
月
の
子
孫
の
も
の
は
､
掲

一
頭
を
件
以

一

口
総
出
ほ
て
殿
ヶ
谷
村
の
暫
名
主
の
農
事
を
手
俸
S
童

飯
を
御
馳
走
に
な
っ
て
掘
る
と

い
ふ
風
習
や
'
正
月
各

Jl
の
細
棚
の
シ
メ
飾
む
は
毎
年
そ
の
前
年
十
二
月
十
五

日
に
殿
ヶ
谷
村
の
刺
主
が
切
っ

て歩
-
と

い
ふ
事
夜
ど

は
そ
の

一
例
で
あ
る
｡

宮
浬
新
田
は
､
本
村
の
南
方
宮
棒
材

(
現
在
の
昭
和

柑
字
宵
樺
)
よ
¢
移
住
し
た
も
の
で
あ
る
｡
従
来
の
諸

藩
に
記
載
す
る
所
に
よ
れ
ば
p
該
新
田
は
元
文
四
年
の

華
分
と

い
3
'
殿
ヶ
谷
新
田
よ
り
後
の
聞
磯
と
さ
れ
て

ゐ
る
が
､
新
編
武
減
風
土
記
稿
懇
之
甘
二
十
九
㌧
多

層

郡
之
三
十

一
拝
島
慨
宮
棒
材
の
櫨
に

書

式

小
七



地

球

節
二
十
七
怨

｢
･
･
-
-

又

元
女
元
年
大
岡
越
前
･守
忠
相
改
し
持
株
新
川
あ
り
｡
L

と
あ
っ
て
､

富
樫
村
の
北
､

武

戴
野
の
方
に
あ

る

轟
を

述
べ
て
ゐ
る
の
む
見
れ
ば
'
宮
韓
新
田
の
開
拓
は
'
元

文
以
前
少
-
も
事
倣
年
間
の
開
拓
で
'
殿
ヶ
谷
新
関
の

開
拓
と
累
々
同
時
代
の
も
の
と
推
索
で

さ
る
｡
此
の
新

田
は
そ
の
鎮
守
は
観
相

た
る
宮
醍
村

の
諏
訪
紳
配
に

属
し
p
菩
提
寺
は
す
べ
て
宮
韓
の
阿
斬
陀
寺
と
,在
っ
て

ゐ
る
0
中
里
新
肘
は
'
現
在
の
西
多
摩
郡
羽
村
川
崎
の
人
中

旦
伊
兵
衛
が
主
と
在
っ
て
開
墾
し
た
所
で
あ
る
｡
之
も

革
保
年
中
の
開
磯
で
､
を
の
鎮
守
神
明
配
及
び
菩
提
寺

の
林
泉
庵
は
何
れ
も
融
村
の
羽
村
川
嶋
よ
わ
動
静
し
た

も
の
で
あ
る
｡

以
上
の
西
砂
川
の
各
新
田
は
､
何
れ
旦
草
保
以
後
の

閑
散
で
あ
つ
で
､
そ
の
親
村
は
狭
山
丘
陵
の
麓
叉
は
多

摩
川
沿
岸
の
地
域
に
付
置
し
て
ゐ
る
｡

E]
､
東
方
へ
の
諜
展

狭
山
丘
陵
の
麓
'
多
摩
川
の
沿
岸
各
地
か
ら
基
地
の

中
央
､
五
日
市
縛
道
に
潜
っ
て
輩
連
し
た
新
田
は
､
を

鮮
五
紙

三

脚

0

1
八

の
開
拓
が
進
歩
す
る
ほ
つ
れ
て
､
史
に
そ
の
触
手
を
延

長
し
て
附
鑑
の
原
野
を
切
-
開

き
.
新
し
さ
祭
蕗
を
形

成
し
て
行
っ
た
O
そ
の
特
に
著

し
い
の
は
'
最
79
古
-

開
け
た
楢
川
新
田
よ
わ
分
岐
し
カ
も
の
で
､
主
と
し
て

を
の
東
方
及
び
南
方

へ
の
延
長
で
あ
る
｡

先
づ
東
方

へ
の
発
展
を
見
る
と
.
田
堀
(
砂
川
新
円
･

(
九
番
)
及
び
砂
州
前
新
田
(
十
番
)
へ
の
磯
展
で
あ
る
｡

砂
川
の
開
拓
者
村
野
三
石
衛
門
の
孫
発
着
衛
門
は
､
砂

川
開
拓
の
蘇
皆
が
進
み
も
玉
川
上
水
'
砂
州
用
水
等
の

開
通
に
ょ
っ
て
飲
料
水
を
容
易
は
程
ら
れ
る
や
う
に
な

っ
て
か
ら
､
そ
の
沿
岸
た
る
現
在
の
地
た
移
任
し
て
開

墾
の
業
を
す
ゝ
め
カ
｡
元
純
よ
土
草
保
に
か
け
y
は
､

証
に
を
の
鯛
手
を
延
ば
し
特
に
重
石
衛
門
の
赦
し
空
阜

保
十
五
年
頃
迄
'
そ
の
手
第
四
代
源
五
右
衛
門

(
畢
静

九
年
苑
)
と
共
に
開
磯
の
業
の
進
捗
著
し
い
も
の
が
あ

っ
た
｡
即
ち
砂
川
氏
宅
に
あ
る
容
赦
に
ょ
れ
ば
東
方

へ
磯
属

し
た
乙
の
南
新
相
は
.
何
れ
も
享
保
十
年
頃
よ
-
開
墾

さ
れ
新
し
ら
し米
群
が
仙営
ま
れ
た
の
で
あ
る
0



E,.#
ほ
よ
っ
て
､
従
魂
の
砂
川
新
田

(】敢
初
は
開
け
カ

砂
川
)
を
砂
川
村
と
科
し
､
仕t
堀
九
番
を
｢
砂
川
新
田
｣

と

い
ひ
､
を
の
東
に
閃
い
ね
新
m
(
十
番
)
を

｢
砂
川
前

新
刑
｣
と

栴
す
る
や
う
に
な
っ
た
｡
そ
れ
故
事
保
以
前

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

の
文
藷
に
｢
砂
川
新
円
｣
と
あ
る
の
は
本
来
の
砂
川

(
〟

番
よ
～,>
八
番
)
で
'
そ

の
後
の
も
の
は
､
現
在
の
九
番

即
ち
mt
堀
を
指
す
の
で
あ
る
｡
而
し
て
其
の
後
､
永
楽

の
砂
川
は
胆
に
砂
川
と
栴
L
t
新
し
-
開
け
た

｢
砂
川

新
m
L
･r
砂
川
前
斯
け1
L
の
親
村
と
在
っ
た
帯
で
あ
る
｡

八
､
南
方

へ
の
発
展

之
は
現
在
の
｢

南
砂
川
｣
及
び
｢
榎
戸
抑
天
｣
で
あ
る
C'

fJ
の
両
集
落
の
開
拓
は
､前
記
｢
砂
州
新
附
｣
及
び
｢

砂
川

前
新
田
｣
よ
り
起
れ
て
行
は
れ
ね
の
で
あ
る
｡南
砂
川
は

ヽ
ヽ

元
p｢
八
軒
｣
と
租
し
た
が
p
之
は

｢
砂
川
新

m
J(
九
番
)

よ
り
分
岐
し
た
も
の
で
開
拓
の
常
初
八
軒
が
移
っ
て
来

ヽ
ヽ

た
の
で
.
｢
八
軒
｣
と
栴
し
た
と
橡

へ
ら
机
で
ゐ
る
｡ヽ
ヽ

｢
榎
戸
押
天
｣
は
羽
村
川
臓
の
人
の
開
墾
で
､
｢
八
軒
｣

ヽ
ヽ

と
累
々
同
時
代
の
開
襟
で
あ
る
｡
荷
｢
八
軒
｣
の
附
近
に

｢
輩
久
保
新
m
L

の
開
拓
が
行
は
れ
ね
｡

紙
距
野
新
川
雅
路
の
研
究

之
は
秋
山
丘
陵
の
･間
食
の
芋
久
保
村

(
現
衣
の
大
和

村
車
芋
窪
)
の
人
が
移
任
し
て
凍
ね
即
で
'
享
保
よ
り

元
文
年
間
に
か
け
て
の
開
拓
で
あ
る
｡
後
'
文
政
年
間

ヽ
ヽ

に
｢
八
軒
｣
と
合
併
し
た
の
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ

｢
八
軒
｣
･
｢
芋
久
保
新
附
｣
及
び
｢
榎
戸
酢
天
｣
は
何
れ

も
五
日
市
街
道
は
沿
ふ
｢
砂
川
新
r
J
と
多
摩
川
と
の
中

間
地
城
の
董
地
上
に
第
二
次
的
の
開
拓
に
ょ
-,L
磯
蓮
し

た
架
渉
で
あ
る
｡

以
上
の
砂
州
村
開
拓
の
順
序
を
見
る

ど
､
先
づ
最
初

ヽ

狭
山
丘
陵
の
南
庇
よ
-
残
堀
川
沿
岸
の

｢砂
｣に
移
-
､

.,ij
川
上
水

｡
砂
川
分
水
の
完
成
し
た
承
魔
三
年
以
後
'

五
日
市
街
道
に
潜
っ
て
春
水
の
砂
川
が
出
水
ね
の
で
あ

る
O
そ
の
後
砂
川
の
開
塾
の
進
む
ほ
つ
れ
て
p
を
の
周

閲
恕
開
墾
し
た
｡
即
ち
五
日
市
術
道
に
沿
っ
て
東
方

へ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

｢
砂
川
新
田
｣
及
び
｢
砂
川
前
新
円
｣
が
出
水
'
乾
に
第
三

段
の
開
磯
と
し
て
､
以
上
の
諸
新
円
と
多
摩
川
と
の
中

間
地
域

へ
と
新
し

F,孫
村
た
る
新
田
集
落
が
設
定
さ
れ

た
の
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

他
方
､
砂
川
の
餌
方
に
於
で
は
､
前
記
｢
砂
川
新
肘
｣

.(,llE
1

'.九



地

球

妨

二
十
七
催

ヽ

ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

及
び
｢
砂
川
前
新
関
｣
の
開
鋸
と
峯
々
時
を
同
じ
ふ
し
ー･}J

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

五
日
市
縛
道
に
潜
っ
て
｢
殿

ヶ
谷
新
m
L
t
｢
官
畔
新
m
L

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

及
び
｢仲
里
新
m
L
等
の
諸
艶
静
が
形
成
ru
肌
､
英
等
に

よ
っ
で
p
元
旦
巾
相
違
,<LJ中
心
に
武
減
野
素
地
の
堀
野

開
拓
の
業
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
｡

四
､

秒

川

村

の
飲
料

水
問
題

(T')

(4
)

既
に
筆
者
が
屡

々

述

べ

た
如
-
.
武
城
野
基
地
の
中

火
附
近
が
長

い
間
､
無
居
住
地
城
と
し
て
域
ruれ
ね
叔

大
の
原
因
は
飲
料
水
採
取
の
国
難
が
そ
の
敢
た
る
も
の

で
あ
っ
た
｡
砂
川
相
の
場
合
も
金
-
然
身
で
､
古
-
描

発
の
業
の
行
は
れ
夜
か
つ
カ
班
由
も
之
に
春
L
p
飲
料

水
採
収
に
促
を
卿
で
か
ら
も
そ
の
聞
磯
は
急
激
に
進
捗

し
た
の
で
あ
る
｡
前
述
の
如
-
砂
川
付
の
開
饗
の
常
初

は
直
ち
に
現
在
の
砂
川
の
地
に
栄
藤
を
設
定
し
た
の
で

は
を

5,
｡
即
ち
初
代
三
宥
御
門
は
親
和
た
る
岸
材
に
任

し
p
そ
の
手
第
二
代
助
産
術
門
の
時
に
､
戎
堀
川
の
潜

岸
で
.
現
在
の
砂
川
と
狭
山
丘
陵
と
の
屡

々
中

央

の

ヽ
｢
砂
｣
に
移
任
し
現
在
の
砂
州
の
地
に
移
っ
た
の
は
承
腰

齢
瓦
雑

言
二

二

C

二
年
玉
川
上
水
の
完
成
以
後
の
革
で
あ
る
｡

何
故
か
)

る
経
過
を
と
つ
た
か
｡
之
は
本
地
域
を
地
排
的
見
地
よ

-
考
察
す
る
と
頗
る
意
義
の
あ
る
瓢
で
あ
る
.
現
在
の

砂
川
附
近
は
飲
料
水
を
地
下
水
に
求
む
る
場
合
に
は
､

そ
の
地
下
水
面
が
可
旭
保
-
､

山
井
の
掘
艶
も
容
易
で

な

い
地
域
で
あ
る
｡

∩-)
筆
者
が
本
地
域
の
地
下
水
面
､
瀞
水
圏
の
泥
岩
等
に

就
て
観
測
し
カ
結
果
は
第

一
衣
の
如
-
で
あ
る
｡
石
衣

の
内
､
観
測
地
鮎
の
海
扱
高
皮
は
､
陸
測
二
常
五
千
分

11
地
形
図
の
審
問
と
ア
ネ
ロ
イ
ド
を
併
用
し
た
結
基
で

あ
る
｡
之
は
於
て
も
明
か
の
如
-
そ
の
地
下
水
面
の
洗

さ
は
､
十
米
内
外
で
.
帯
水
層
に
連
す
る
迄
に
は
証
に

数
米
を
掘
竪
し
な
け
れ
ば
な
ら
覆

い
｡
本
地
域
附
近
は(4
)

磯
暦
が
極
め
て
摩
-
井
戸
掘
盤
の
業
の
至
難
在
る
は
本

研
究
第

一
報
に
於
で
述
べ
カ
新
町
村
と
同
様
で
あ
る
.

砂
川
新
任t
の
閑
散
は
営
み
飲
料
水
問
題
は
衆
落
設
定
の

版
本
問
題
で
あ
っ
た
｡

用水
の
開
磯
以
前
に
は
'
非
月

若
-
は
川
水
に
依
存
す

るよ
-
外
は
な
い
O
初
代
三
石

縮
門
の
時
は
親
村
た
る
岸
村
か
ら
の
通
勤
耕
作
h
t以
て
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し
た
｡
敢
初
は
岸
村
に
近
5,
.1
番
よ
-
開
墾
が
行
は
れ

そ
の
通
勤
耕
作
も
可
能
で
あ
っ
た
け
れ
ど
79
開
拓
の
進

捗
と
非
に
そ
れ
が
困
難
と
な
っ
て
衆
力
の
で
あ
る
｡
勢

払
そ
の
中
間
に
で
も
成
る
べ
-
開
墾
地
に
近
-
.
且
つ

比
較
的
容
易
に
飲
料
水
を
裾
ら
れ
る
地
に
住
居
を
詑
定

流
蹴
野
新
日
米
拓
の
桝
牝

L
を
け
れ
ば
掌
b
沿
｡
か
IJ
る
要
求
か
ら
し
て
'
残
堀

ヽ

川
沿
岸
の

｢砂
｣
が
選
ば
れ
p

二
代
助
産
術
門
は
薫
っ
て

此
虜
に
移
住
し
そ
の
開
墾
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

其
の
後
p
玉
川
上
水
の
開
通
に
ょ
つ
Y
p
飲
料
水
の
採

収
が
自
由
と
な
っ
て
.
節
三
代
重
石
衛
門
が
現
在
の
地

三

E
.L･.1(

ニ
ーL



地

球

妨

二
十
七
怨

に
移
つ
tt,J
嫌
ね
の
で
あ
る
O
｢
砂
川
し
な
る
地
衆
も
前
は

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

依
存
し
た
魂
堀
川
の
別
名
｢
す
な
の
川
｣
に
接
る
と
俺

へ

L･.J
お
る
0

塊
堀
川
は
今
は

一
小
川
で
あ
る
は
過
ぎ
覆

い
が
往
時

を
の
水
を
飲
料
と
し
て
使
用
し
た
と

い
ふ
革
蟹
は
p
砂

(7)

川
氏
所
蔵
の
左

記

文

蓮
に
よ
っ
て
も
窺
は
れ
る
｡

『

損

じ
小
榊
砧
=
朝

之

和

紙
根
ケ
崎
村
桃
川
池
よ

り

説

川

上
水
助
水
棚
油

山
林
不

取
締

二
和
之

純
芥
等
狐

,L
的
･E
ラ
御
上
水
江
不
締
流
れ
人
倣

二
伸
'

私
北
ハ村
々
之

･<;
新
加
御
揃
札
御
収
建
撒
準

=qi
札
御
文
言
州
･V
.
小
荊
江
之
細
江;

伐

塩

.I
申
開
平
常
食
入
心
附
.
祁
偶
又
北
州
都
儀
も
御
旅
惟

ハ
JJ
J-L
辿

砂
川

村助
左
肘
門
ガ
江
吋
申
持
'
文
化
四
卯
咋
三
月
槻
仰
兆
和
之
御

甜
S
.=井
上
粧
他
所
此
腔
宥
御
祐
札
御
略
綬
和
之
'
堀
池
御
見
廻
り
之

上
p
獅
父
北
舛
被
仰
地
峡
出
入
念
心
付
i,Sj
触
之
放
､
相
と
被
仰
確
率

児
舵
､
倣
之
御
前
賓
木
箱
上
牧

以
L
.

文

化
十
凹

北
咋

六
月
甘

六

円

h岬
‖
｢
仙
X

′り1一-1
ノHJJ
榊
普
前
方
同
心

鈴

木

治

兵

術
校

地

測

拙

雑

中
村
三
水
柑
門
様

宥
抑
滋
水
村
門
､
小
人
'
頚
助
､
三
印
苑
卜
.小
鴨
』

之
を
以
て

見

る
と

'

狭

山
池

よ

-,l
流

れ

出
る

戎

堀
川
は

妨
五
択

房

四

二
二

玉
川
上
水
の
開
通
後
そ
の
助
水
堀
と
し
て
､
精
砕
覆
水

を
玉
川
上
水
は
注

い
で
ゐ
ね
も
の
と
推
定

さ
れ
､
之
も

亦
飲
料
水
と
し
て
使

用さ
れ
て
ゐ
ね
も
の
で
あ
ら
う
｡

獅
之
に
関
し
て
は

､御
府
内
備
考
巷
之
六
p
御
曲
輪

内
之
四
p
玉
川
上
水
の
助
水
と
し
て
.

『
多
牌
郡
抑
机
ケ
峰
村
狭
山
池
と
い
ふ
あ
り

｡
此

の
池
三
代
七
千
五
官

坪
'
四
方
満
載
に
し
て
硝
化
に

山
筋
に
放
る

O
羽
村
よ
り
北
北
(
悲

的
'
純
滋
は
純
水
あ
り
て
'今
砂
川
村
よ
り
帝
柵
村
'
谷
保
村
を
惟
て

(川
カ
)

船
中
州
水

に
滞
t
Z
L
と
'
沸
騰
年
中
浅

水

上

水

掘
割
に
成
て
砂
川
村

よ
り
尚
は
堀
触
絶
て
浅
川
上
水

(
の
助
水
と
成
､

41
舵
の
流
水
な
Il

L
が
､
光
文
庇
よ
り
元
締

の
頃
迄
に
池
迎
満
基

の
御
林
伐
排
と
成
､

帥
水
城
ぜ
L
と
い
ふ
O
赴
樹
木
な
-
お
の
づ
か
ら
上
砂
押
桃
中
野
と

成
､
淡
水
広
神
新
川
御
廿的
人
に
な
り
今
は
見
付
州
芝
林
場
と
成
､
攻

終
に
名
の
み
宛
り
て
地
形
火
た
り
』

と
あ
る
の
よ
わ
考
察
す
れ
ば
p

今
は
志
水
堀
と
し
て
顧

み
ら
れ
な

い
城
堀
川
も
.
往
時
は
流
水
も
豊
富
且
晴
梓

で
本
地
域
に
於
で
飲
料
水
を
供
給
す
る
韮
要
を
役
割
を

基
し
て
ゐ
ね
も
の
と
推
定
で
き
る
｡

而
し
て
｢
砂
川
新

円｣
が
現
在
の
地
に
栄
藤
を
設
定
し

た
叔
大
の
静
岡
は
､

玉川
上
水
及
び
砂
川
分
水

の
開
通



の
結
英
と

い
以
程
や
う
｡

玉
川
上
水
は
就
で
は
甘
楽
俸
ふ
る
斯
種
々
あ
る
が
東

燃
二
年
正
月
よ
り
そ
の
間
饗
に
従
事
し
同
三
年
に
竣
工

し
た
と
見
る
の
が
､
最
も
変
哲
で
あ
ら
う
.
即
ち
そ
の

(;I)

間
匙
の
始
め
に
就
て

来

演

市
史
稿
水
道
篇
第

一
に
商
銀

る
紀
蝕
を
見
る
と
､

『
十
吉

相
譜

莞

町
人
水
望

依
訴
之
聖

別
州
浩

至

芸

甘
繭
｡
水

仙

衆

玉

川
ヨ
-
収
之
O
-

(
公
儀
日
紀
)

『
昔

十
言

｡
諸

I

l
r
麹
町
芝
日
向
町
之
町
人
北
ハ
'
八
lH
子
lL~
場
川
よ
り
江
戸
江
上
水

収
巾
舵
山

､
二
三
咋
以
前
よ
り
御
訴
訟
申
上
位
虚
今
日
桝
之
池
准

仰
仲
之
御
食
七
千
Tij.1
甘
爾
明
日
禎
ド
之
O
-

(
三
･:#
祝
)-

』

『
た
ば
川
水
Ldr.

御
蝿
帳
敢
膳
三
年
iE
月
十
三
日

1.
'
八
よ
す
た
ば
川
よ
り
江
戸
中

へ
水
路
耽
恢
御
訴
訟
'
常
町
人
北
ハ

二
三
や
叩
上
位
鹿
'
今
日
州
折
'
明
日
御
介
七
千
先
才Lu
両
雄
ド
他

山
御
沙
汰
に
低
-

.!
諭

〓
3;-

』

『
二

月

十

百

Q

頒

艦
'1
1.叩

..

.
川

波
川
水
油
奉

行
､
伊
奈
牛
滋
柑
門
械
仰
什
之

-

三
家
紀
!

』

拭
赦
野
漸
用
瀬
箔
の
研
究

等
と
あ
る
の
Lよ
-

見
て
も
承
塵
二
年
よ
hl
の
着
工
と
考

察
さ
れ
る
O
3E>R

鑑
に
叉
､
御
府
内
備
考
巷
之
六
御
伽的
輪
内
之
四
も
玉

川
上
水
の
櫨
に

『
此
差

の
初
は
,
歪

元
窒

辰
謂

岬
詰

誤

認

岳

撃

に
命
苦

れ
･
多
摩
川
是

嘗

め
し
て
,
糾
恨
謂

瑠

そ
完

の
引
地
を
等
ね
し
め
L
に
'
多
摩
郷
羽
村
と
い
(
る
桝
よ
り
此
の
水

を
引
て
､
江
戸
迄
十
三
槌
の
間
道
の
次
第
を
考

へ
輸
樹
を
作
り
て
q

H
L
か
ば
,
畿

附

錨

詣

鑓

誓

詣

:H
=
嵩

叩
'

-

と
こ
ろ
の
ご
と
-
し
か
る
べ
L
と
詐
沸
き
だ
ま
り
'
同
年
十
.i
月

二

十
.<
臼
､
か
の
両
人

(
そ
の
こ
と
を
命
ぜ
ら
る
O
朋
る
二
年
F
i
月
四

日
よ
り
こ
と
は
じ
め
し
､
同
き
叫
十

1
月
十
式
日
に
売
り
'
四
谷
大

水
戸
迄
は
り
惟
せ
り
｡
水
な
ど
か
け
L
に
こ
と
に
勢
よ
か
り
し
か
ば

夫
よ
り
虎

の
御
門
の
駒
ま
で
水
を
過
し
'
そ
の
後
謝
方

(
分
水
あ
り

し
也

～

(
上
水
記
リ
ー

』

と
あ
る
の
む
前
掲
の
誰
文
献
と
併
せ
考
察
す
れ
ば
､
玉

川
上
水
の
掘
盤
は
'
東
臆
二
年
に
そ
の
起
源
社
有
し
を

の
翌
年
竣
工
し
た
と

い
へ
や
う
｡
耐
し
て
を
の
後
工
成

-
開
通
す
る
と
水
勢
も
極
め

てよ
い
し
､
叉
水
量
も
豊

富
で
あ
っ
た
の
で
.
各

地

に
分
水

を
作
っ
た
の
で
あ

高
温

二
三



地

球

餅

二
十
七
魯

る
0(I-)
武
戒
名
勝
間
令
に
疲
れ
ば

『分
水
H
t
羽
村
よ
-
江
戸
迄
の
問
三
新
川
ケ
桝
な
り
｡』

と
あ
る
｡
野
火
留
分
水
が
そ
の
先
縦
を
な
す
79
の
で
､

該
分
水
は
承
腰
年
中
､
上
水
堀
開
敬
の
節
願
酒
と
な
-

政
も
単
-
開
果
n
れ
た
も
の
で
､
砂
川
相
と
を
の
東
部

の
小
川
村
と
の
卯
よ
-
分
水
し
柳
窪
と
野
鱒
の
蓮
よ
-

埼
玉
職
入
間
郡
に
入
り
､
野
火
留
宿
に
至
る
分
水
で
め

る
｡
松
中
伊
豆
守
侶
綱
の
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

今
硝
'
伊
豆
腰
堀
と
挿
し
て
ゐ
る
｡

之
机
に
拭
い
で
明
僻
年
中
に
は
砂
川
村
分
水
が
閃
光

(=･)

ruれ
L
J｡
之
は
｢
明
暦
三
酉
年
新
田
田
塞
之
飾
願
酒
｣
と

あ
る
か
ら
､
:L北
川
上
水
の
開
架
成
っ
て
よ
八二
二
年
の
後

で
あ
る
C'
而
し
て
そ
の
樋
日
は
同
相
地
内
よ
ら
引
取
水

口
七
寸
四
方
､
樋
日
よ
り
水
沫
迄

一
旦
飴
も
五
且
小
街

道
に
潜
っ
て
開
基
さ
れ
LJ
の
で
あ
る
.

以
上
の
革
賓
よ
わ
考
察
す
れ
ば
'
砂
川
の
現
在
の
地

に
移

り
V
.二
年
､

そ
の
間
は
玉
川
上
水
の
水
を
主
と
L

tJ
飲
料

に供
し
'
乾
に
新
田
匿
皆
の
進
捗
と
基
に
五
日

鈴
五
紙

請
い
1.

二
川

巾
村
鑑
は
滑
っ
て
砂
川
分
水
を
開
先
し
.
爾
後
全
-
之

に
依
存
し
て
ゐ
穴
の
で
あ
る
｡
砂
川
新
関
の
開
磯
は
､

玉
川
上
水
及
び
砂
川
分
水
に
依
る
所
特
は
著
し
い
と
考

へ
ら
れ
る
｡
而
し
て
該
分
水
の
完
成
し
て
後
'
取
に
之

よ
り
幾

つ
も
の
分
水
が
開
港
n
机
か
｡

明
治
維
新
以
健
､
本
地
域
に
漸
-
井
声
の
掘
聾
が
多

-
な
っ
て
か
ら
も
､
乙
の
分
水
の
水
は
長
-
飲
料
水
と

し
て
利
用
r
Jれ
ね
の
で
あ
る
｡
現
在
は
於
で
も
rJ
の
水

を
食
器
､
野
菜
'
米
等
の
洗
源
に
利
用
す
る
輩
は
藤
見

る
所
で
あ
る
｡

本
地
域
は
井
声
の
数
が
少
-
'
地
下
水
面
の
捉

い
た

め
渇
水
期
に
は
往
々
水
不
足
と
･な
ら
'
現
在
も
渇
水
期

に
は
往
々
飲
料
水
と
し
て
之
を
利
用
し
て
ゐ
る
｡
そ
れ

政
市
凍
､
こ
の
上
水
'分
水
は
勤
し
で
は
､
特
別
の
保
護

を
加

へ
､
そ
の
捕
揮
な
ら
人
事
を
期
し
'
箇
月
は
於
で

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

も
特
に
之
を
保
護
し
｢
水
見
廻
わ
役
｣
等
を
任
命
し
て
之

を
監
脅
し
た
の
で
あ
る
｡

砂
川
の
東
部
に
開
け
た
｢
砂
川
新
田
｣
(
九
番
)
｢
砂
川

前
新
円
L
(
十
番
)
の
耐
新
田
は
此
の
砂
川
分
水
の
水
MLJ



飲
料
水
と
し
ね
O

犯
は
後
､
砂
川
新
川
の
南
方
は
聴
逢
し
た
｢
八
軒
｣
｢
芋

久
保
新
旧
｣
等
は
､
砂
川
の
西
抑
'
江
島
術
道
軸
(
山
番

ヽ
ヽ
ヽ

の
所
)
よ
り
砂
川
分
水
よ
わ
分
流
す
る
用
水
｢
八
軒
渠
｣

の
水
を
用
か
､
又
榎
戸
押
天
は
'
砂
川
の
光
の
川
越
街

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

道
東
よ
き
商
に
入
る
分
流
T.南
側
之
樋
渠
｣
の
水
に
依
存

し
た
の
で
あ
る
｡

是
等
の
敦
蕗
は
殆
ん
ど
fJ
の
分
水
に
潜
っ
て
設
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
｡

酉
砂
川
の
譜
新
田
に
於
V
は
'
殿
ヶ
谷
分
水
が
韮
婁

(G･)

な
役
割
む
し
で
ゐ
る
｡
該
分
水
は

享

保

五
年
子
年
､
代

官
上
坂
安
左
衛
門
劫
役
の
櫛
願
酒
と
な
つ
で
開
港
し
た

も
の
で
殿
ヶ
谷
新
汁t
開
塾
昏
初
の
も
の
で
あ
る
.

を
の
樋
口
は
姦
地
の
固
執
な
る
熊
川
村
の
地
先
よ
り

引
取
.
北
東
流
し
て
殿
谷
新
田
の
西
端
､
阿
豆
佐
味
天

紳
柾
の
宮
前
に
流
れ
来
っ
て
'
是
よ
み
五
口
市
村
道
に

潜
っ
て
を
の
北
側
を
束
流
し
て
ゐ
る
｡
を
の
樋
日
に
放

け
る
水
口
は
八
寸
四
方
で
'
樋
口
よ
-,,永
末
迄

.E
旦
十

二
町
飴
｡
之
を
利
用
す
る
村
々
は
､
殿
ヶ
谷
新
札
'
宮

拭

戚

野
新

川
衆

拓
の

研

究

捧
新
田
､
中
盟
新

関
及
び
砂
州
新
田
の
一
部
で
あ
る
｡

此
の
分
水
が
'
非
島
の
北
よ
-
中
里
新
田
の
衆
落
所

在
地
を
温
か
隔
て
'
そ
の
南
方
の
畑
の
中
敷
斜
は
切
っ

て
北
東
流
し
'
殿
ヶ
谷
新
田
の
酉
報
よ
み
五
日
市
術
道

に
出
て
ゐ
て
'
蚤
-
中
里
新
田
の
地
域
内
を
通
ら
な
い

と
云
ふ
事
は
中
里
新
田
の
開
磯
が
殿
ヶ
谷

｡
宮
緑
雨
新

出
の
開
磯
よ
-
遅
れ
カ
事
を
膳
示
す
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
｡
中
里
新
m
附
近
も
地
下
水
面
が
深
-
､
筆
者
の
貿
測

せ
る
結
果
に
よ
れ
ば
.
十
二
兼
内
外
が
大
部
分
を
占
め

て
ゐ
る
｡
殊
に
そ
の
昔
水
圏
に
至
る
迄
は
十
五
来
任
を

掘
盤
し
な
け
れ
ば
な
ら
を
い
｡
祉
時
井
声
掘
艶
の
利
皆

国
難
の
頃
で
あ
る
か
ら
t
も
し
そ
の
開
磯
が
殿
ヶ
谷
新

m
よ
り
前
か
或
は
同
時
代
と
す
れ
ば
､
を
の
地
域
内
に

分
水
を
引
い
た
筈
で
あ
る
｡
中
里
新

mで
は
雨
氷
態
々

殿
ヶ
谷
分
水
道
水
を
薯
弘
に
ゆ
き
､
そ
の
代
償
と
し
て

近
年
迄
殿
ヶ
谷
分
水
の
波
蛙
､
草
刈
等
ほ
ゆ
-
習
慣
で

あ
っ
た
｡
然
し
そ
の
西
部
の
も
の
は
､
分
水
迄
の
距
離

大
で
あ
る
為
､
北
ハ同
井
声
を
鋸
盤
し
之
に
依
存
し
ttJ
ゐ

二
川
七

二
:TIi



地

球

ね
の
で
あ
る
｡
併
し
飲
料
水

問
題
に
牝
で
は
p
用
水
に
恵

ま
れ
LJ
東
方
の
渚
衆
落
よ
-

困
難
し
た
で
あ
ら
う
と
云
ふ

事
は
容
易
に
推
定
で

irTJる
の

で
あ
る
0

都
賀
p
中
里
新
関
は
'
開

拓
以
凍
､
人
家
の
槍
加
が
著

(1-)

し
-
衣
-
.
高
橋
氏
の
記
載

は
よ
れ
ば
救
初
闇
夜
二
十
八

月
の
内
.
元
文
四
年
の
調
査

の
際
九
軒
'
即
ち
金
月
数
の

約
三
分
の

一
の
檀
家
が
あ
っ

72
と

い
ふ
革
で
あ
る
が
､
之

第 二 嚢 砂川付の学別ノコ数と井jIl数と

の閥係

(1936勾三10]:J湘盤)

牛 宅恒 抑撒宰別非戸数 平均-非使用戸数 串別井戸数ノ戸数エ封 スル,(IL1

一 癖 l 122P 26非 4.50 1 21.0

= # F 88 29 3.07 ) 33.0

二 ㌻ ｢ ㌃ L 8 0 26 3,08 1 32.5

zg 可 106 31 3 .42 1 29.0

･=h-J 可 84 26 3.2S F 31一0

六 可 60 10 6.00 J 36-0

七 番F60 13 4一40 [ 礼u

八 帝 J 43 20 a15 F 46.0

九 赤 i 55 12 4一58 f 22.0

十 希 132 10 8.20 F 31.0

lJnケ谷部rH 32 8 4.00 1 24.0

河 畔 削 りl 22 6 3A66 1 27.0

申朋 -grr1二l 72 17 且 23.0

南 砂 ,Ht5 6 26 2一15 f 46.0

の
原
田
の

一
と
し
で
飲
料
水
採
取
の
不
便
を
考

へ
る
事

も
掘
ち
牽
強
附
食
の
考

へ
方
で
は
な

い
と
息
ふ
｡

然
し
其
の
後
井
声
も
掘
襲
さ
れ
ね
と
見
え
て
明
治
初

年
迄
中
里
新
円
に
四
井
が
あ
っ
て
長
-
共
同
井
戸
と
し

て
桃
川
し
た
と
樽

へ
て
ゐ
る
｡
現
在
は
平
常
は
飲
料
水

の
大
部
分
井
戸
は
依
春
し
て
ゐ
る
が
､
〝
之
を
そ
の
全
戸

数
に
較
べ
れ
ば
必
ず
し
も
十
分
の
数
で
は
な

い
｡

現
在
砂
川
村
の
各
地
に
於
け
る
月
数
と
非
tJL
数
と
の

閥
係
は
第
二
茨
の
如
-
で
あ
る
｡

共
同
井
戸
は
何
れ
も
ガ

日
市
街
道
の
側
に
あ
-
何
れ



も
を
の
非
.iL
側
に
｢
何
番
親
し
と
刻
ん
で
あ
る
｡
そ
の
非

･1
の
修
排
そ
の
他
の
教
川
は

使
用
者
の
北
ハ同
山
資
と
な

っ
て
ゐ
る
f

J
の
新
m
崇
港
を
維
賞
す
る
衛
進
上
の
所

々
に
在
る
共
同
井
戸
は
此
の
地
の
集
落
に
見
る

三
瀬
観

で
飲
料
水
に
恵
ま
れ
沿
本
地
域
の
地
域
性
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
｡

以
上
飲
料
水
問
題
は
つ
い
て
述
べ
た
革
と
本
地
域
の

架
静
聴
連
の
状
態
と
を
考
察
し
て
見
る
と
'
特
に
本
地

域
の
東
邦
は
於
で
手
相
孫
村
の
磯
連
の
著
し
い
の
は
金

く
､
用
水
む
自
由
に
引
き
相
克
が
為
で
あ
ら
う
｡
両
部

地
域
に
於
で
は
現
在
に

於
で
も
獅
五
円
市
街
道
に
沿
ふ

列
状
の
栄
落
以
外
に
殆
ん
ど
繋
静
聴
連
の
見
る
べ
き
も

の
が
在
く
,
基
地
両
の
大
部
分
が
殆
ん
ど
無
居
住
地
昔

と
し
て
取
戎
さ
れ
て
ゐ
る
が
p
是
等
は
本
地
域
の
飲
料

水
問
題
よ
-
考
察

して
頗
る
興
味
あ
る
鮎
で
あ
る
｡

五
1
秒
川
村
諸
新
田
の

観

相

に

就

て

(
人
口
移
動
の
考
察
)

砂
川
村
の
諸
新

m栄
蕗
の
親
相
子
凧
と
の
闘
係
よ
り

拭
城
野
新
川
柴
箔
の

研
究

本
地
城
の
人
｡
移
動
の
方
向
に
就
て
親
載
す
る
と
篤

一

間
に
示
す
如
-
で
あ
る
.

走
れ
ほ
於
て
著
し
い
革
質
は
､

(
.i
)

第

.表

の
親
和
の
所
在
地
が
北
部
に
於
て
は

狭
山
丘
陵
の
姪
､
両
部
及
び
南
部
に
於
で
は
多
摩

川
の
河
岸
段
丘
上
に
在
る
事
｡

(
二
〕

節
二
次
的
新
E=1
栄
響

孫
射
)
の
閑
静
が
本
地

域
の
東
部
方
面
に
著
し
-
頭
部
的
域
に
於
で
は
金

く
温
め
ら
れ
な

い
事
｡

(
≡
)

開
拓
の
痕

程
よ
-
見
て
武
蔵
野
基
地
LJ-
於
で

は
解

-表

に
は
狭
山
丘
陵
と
多
摩
川
と
の
殆
ル
ビ

中
火
に
開
拓
ru
肌
'
姉
二
次
の
開
拓
と
し
て
東
方

に
人
口
移
動
が
行
は
れ
'
乾
に
轟
的
南
中
の
屡
々

t.
1-
央
部
に
周
蔵
の
嫡
手
を
延
ば
し
た
事
｡

等
が
を
の
主
在
る
も
の
で
あ
る
｡
本
地
域
に
放
け
る
人

口
移
動
の
方
向
を
考
察
し

yr
か
ゝ
る
現
象
を
生
来
し

た
地
5
･的
婁
問
と
し

ては
､前
述
の
飲
粁
水
問
題
の
項

に
於
で
指
摘
し
た
革

質
よ
-,義

明
さ
れ
る
鮎
が
妙
-
な

い
｡
即
ち
p

二
.i

八

二
七
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(
こ

武
弼
野
は
放
て
､
飲
料
水
の
採
取
は
低
利
な

地
域
'
即
ち
狭
山
丘
陵
の
能
の
如
き
湧
泉
所
在
地

と
多
摩
川
の
河
岸
段
丘
上
の
如
き

地
域
に
早
-
よ

-
衆
蕗
が
立
地
聴
達
し
､
之
が

本
義
地
に
於
け
る

新
田
問
磯
の
観
相
と
な
っ
た
事
｡

(
二
)

新
田
衆
群
の
設
定
に
就
で
は
､
本
地
城
の
東

邦
に
於
て
は
､
姦
地
面
上
で
も
P
地
下
水
面
の
粗

い
割
合
に
p
を
の
水
量
が
豊
富
在
地
域
に
属
し
p

藍
に
玉
川
上
水
よ
-
分
岐
す
る
用
水
櫓
網
の
閏
匙

が
盛
に
行
は
紅
､
人
々
は
何
れ
も
之
に
依
存
し
た

馬
､
甚
地
上
に
於
で
地

下
水
面
の
操
い
割
(
=
ほ
飲

料
水
を
得
る
に
促
で
あ
っ
LJ却
O

(
≡
)

本
地
域
の
西
部
の
酉
砂
川
に
於
で
は
'
殿
ヶ

谷
分
水
以
外
に

用水
路
の
礁
蓮
が
な
-
､
飲
料
水

は
大
部
分
井
声
に
依
る
の
外
在
き
籍
'
妹
に
非
.iL

堀
県
の
技
術
進
歩
せ
ず
､
本
地
域
の
加
-
自
然
的

修
件
の
良
好
な
ら
ざ
る
場
所
に
於
て
は
､
来
港
が

立
地
し
難
-
､
長
-
を
の
開
拓
に
著
し
い
も
の
/が

な
か
つ
た
新
｡

耗
城
野
新
川
頒
箔

の
研
牝

是
等
ほ
よ
っ
て
､
現
在
の
本
地
域
附
並
の
架
落
分
布
の

状
態
を
見
る
と
､
(
綿

一
間
参
照
)
そ
の
東
部
地
域
と
西

部
地
域
に
於
で
著

し

い
差
異
が
絡
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
0此
の
事
賓
は
'
定
に
砂
川
以
東
の
諾
新
田
変
蕗
の
敬

蓮
を
併
せ
考
ふ
る
時

一
暦
績
著
の
轟
賓
と
し
て
祖
識
さ

れ
る
の
で
あ
る
｡

従
楽
長
-
無
居
住
地
昔
と
し
て
荒
野
の
俵
放
置

さ
れ

て
ゐ
光
義
地
上
に
か
し
る
大
規
模
の
開
拓
の
行
は
れ
カ

の
は
､
幕
府
常
周
の
武
減
野
開
墾
の
遠
大
を
計
豊
の
現

は
れ
で
あ
っ
て
､
玉
川
上
水
そ
の
他
の
用
水
路
網
の
開

巣
の
如

き
は
､
到
底

1i
私
人
の
企
閲
し
程
ざ
る
所
で
あ

る
｡
常

用
の
遠
大
な
る
開
墾
政
策
と
'
そ
の
保
護
塊
勘

と
英
大
在
る
投
資
と
は
ょ
つ
て
始
め
て
薯
行
し
得
た
の

で
あ
る
0

而
し
て
他
面
之
を
地
理
的
見
地
に
立
っ
て
解
潤
し
､

本
地
域
の
諸
新
川
変
群
の
分
布
及
び
聴
連
と
'
前
述
の

如
き
飲
料
水
問
題
に
北

で_=
･j
S
を
致
す
時
は
､
鼓
は
提

起
せ
る
嘉
賓
よ
-
し

て
､入
梅
生
活
に
及
ぼ
す
自
然
力

1

-

[
二
瓶
J

二
九



地

球

妨

二
十
七
億

の
形
蟹

の
東
大
在
る
ほ
鷺
-
と
共
に
､
地
人
相
聞
の
理

法
が
如
何
は
如
薯
に
旦
現
し
て
む
る
か
と
云
ふ
串
を
t搬

-
寵
識
す
る
の
で
あ
る
｡

六
.

砂
川
村
の
宋
落
景
観

砂
川
村
の
諾
新
川
は
､
基
地
摘
草
部
の
暑
中
央
を
東

西
は
通
ず
る
五
=
市
街
道
に
祈
っ
て
を
の
両
側
に
磯
連

し
た
難
路
が
主
と
な
つ
で
ゐ
る
O
現
緊
蕗
の
偉
僚
地
割

等
は
p
開
拓
督
初
の
丙
影
を
留
め
､
武
減
野
新
田
宋
静

の
種
式
的
の
も
の
で
あ
る
｡
衆
落
金
膿
と
し
て
は
列
状

村
で
は
あ
る
が
､
そ
の
磯
髄
よ
か
見
る
と
､
純
粋
の
農

利
で
あ
る
｡

開
拓
常
初
の
地
割
代
置
等
が
現
在
の
繁
弥
景
観
の
基

礎
を
夜
し
て
ゐ
る
か
ら
'
是
に
就
て
児
た
い
が
､
開
拓

骨
初
或
は
そ
れ
に
近

い
時
代
の
宋
落
設
定
の
状
態
や
地

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

割
等
を
考
究
す
べ

き
資
料
と
し
て
は
､
｢
砂
川
｣
･｢
砂
川

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽヽ
ヽ

新
田
｣
及
び
｢
砂
川
前
新
田
｣
の
み
で
他
は
多
-
散
供
し

て
ゐ
る
状
態
で
あ
る
0

筆
者
は
砂
川

一
華
氏
の
御
好
意
に
ょ
つ

で二刀
純
二
年

節
滋
班

童

1

三
C

(
,

;)(I
)(1
)

以
降
の
検
地
帳
そ
の
他
の

根
本
虹
料

を
寓
す
輩
を
称
た

の
で
'
之
れ
に
ょ
っ
て
砂
川
新
tm,TT
を
中
心
と
し
て
論
逃

し
た

い
と
瓜
ふ
｡(‖
)

元
純
二
年
の
｢
砂
川
新
田
御
検
地
水
帳
｣
は
よ
る
と
常

時
の
月
数
は

山
七
五
月
で
あ
っ
た
｡
を
の
時
の
耕
地
屋

価
等
の
反
別
を
見
る
と
'

北
斗
代

上
州
六
町
倒
反
大
助
閉
渉
･･
此
堰
米
(
三
二
不
二
斗
大
食
)

四
斗
代
中
州
ll
八
町
九
反
二
二
沙
･･
〃
-
八
七
五
.G
六
斗
三
升
)

三
斗
代

下
州
三
四
町
田
斥
九
畝
一
八
渉
〃
(
70三桁
珂
斗
<
升
八
42)

ニ
斗
代

下
々
州
1)
光
三
町
三
位
三
欣
二
九

渉

〝
(
三
〇
六
市
大
斗
七
升
九
合
)

滋斗代
願
飾

三
町
八
-d
九
畝
二
田
渉
…
〃
(
一
九
石
田
斗
九
升
)

骨
原
別

二
二
九
町
立
戊
四
畝
〓
ハ渉

指
令

.i
七
凹
石
丸
斗
二
升
.i令

..トー
タ

昔

野

ヒ
三
町
凹
序
1
沙

林

三
九
町
六
畝
二
七
渉

鮮
野
･林
合
1
i
二
町
凹
斥
六
畝
二
八
沙
(此
枇
永
一
四
且
九
l
七
光
)

と

い
ふ
状
態
を

ボ
し
て
ゐ
る
｡
元
碓
二
年
と

い
へ
ば
.
砂

川
の
開
拓
を
新
編
武
蔵
風
土
記
補
は
戴
す
る
如
-
慶
長

十
四

･
五
年
と
し
て
も
､
･iJれ
よ
-
約
八
十
年
後
で
あ
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拭
城
野
新
E
北
路

の
研
究

蓋

11.1

-
1
三
代
或
宥
櫛
門
が
'
用
水

ヽ

の
完
成
後
｢
砂
｣
よ
-
現
在
の
地

に
移
っ
て
か
ら
約
三
十
五
年
の

後
で
あ
る
｡

か
ゝ
る
期
間
内
に
前
記
の
如

き
開
拓
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ

っ

てt
l
月
平
均
の
耕
地
を
見

る

と
l
町
三
反

一
畝
五
井
と
覆

っ
て
ゐ
る
O
下
々
畑
の
多

い
の

は
各
新
田
に
共
通
の
革
質
で
あ

る
が
､
特
に
上
畑
･中
州
の
反
別

の
可
成
あ
る
革
は
注
目
す
べ
き

事
で
あ
る
｡

そ
の
来
港
が
五
日
市
街
道
に

滑
っ

て設
定
さ
れ
た
革
は
'
前

記
検

地帳
の
地
名

と

地
割
圃

(窮
二
間
参
照
)等
か
ら
も
推
定

で
き
る
｡
そ
の
後
戸
口
は
次
筋

に
鞠
加
し
寛
政
三
年
に
は
二
六

三
.i



地

球

節

二
十
七
怨

三
1il
o
嘉
永
元
年
に
は
二
七
六
月
を
貸
し
て
ゐ
る
O

耕

地
79
之
は
揮
っ
て
壇
加
し
わ
が
現
在
の
水
田

(
第
二
図

参
照
)
は
な
-
畑
の
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡

(
〟
)

屋
敷
割
と
地
割

屋
敷
に
就
tJ
は
p
r
元
碓
二
年
己
巳
三
月
武
弘
多
摩
郡

砂
川
新
田
屋
舗
御
検
地
帳
｣

に
掘
れ
ば
､
屋
敷
筆
数

.i

七
五
､
合
計
反
別
三
町
八
反

九
畝
二
四
歩
で

一
筆
準
均

反
別
は
二
畝
六
渉
八
と
在
っ
て
ゐ
る
｡

各
屋
敷
の
反
別
と
筆
数
と
の
舶
係
は
第
三
衣
の
如
-

で
あ
る
｡

節三-3壬砂川IqrrlT,元
締2隼の屈版)丈別と
堆敗との踊僻

屋

敷
判
の
間

口
と
奥
行
と
の
踊
係

に
於
で
著
し

い

革

質
は
､
(州

‖
)

(
奥
村
)

八
m

x

七
悶

･･
⊥
ニ
七
11

節
況
紋

7'ITi四

二

-

七
間

x

六
附
-
･･∴

1
円
11

九
m

×

人
間
･
･
･ニ
0
戸

等
の
如
-
､

そ
の
他
は
放
て
も
間
口
と
奥
行
と
の
差
が

大
鰹

一
間
位
の
も
の
が
多

い
革
で
あ
る
｡

大
髄
正
方
形
に
近
い
屋
敷
制
が
多

い
の
が
描
潜
在
特

色
で
あ
る
O
之
は
本
地
域
の
緊
群
が
列
状
は
磯
達
し
で

は
ゐ
る
が
､
そ
の
機
構
が
純
粋
の
農
村
と
し
て
凝
達
し

干
場
そ
の
他
農
業
上
の
仕
事
の
馬
に
頗
-
塗
地
を
要
し

た
事
も
そ
の

-i
因
で
あ
ら
う
.

砂
川
朴
の
地
割
は
中
火
の
五
日
市
街
道
を
挟
み
'
を

の
両
側

へ
各
々
直
角
の
方
向
に
無
仰
型
に
行
は
れ
で
掛

る
｡
(

第
二
園
参
照
)

特
に
地
割
の
形
の
盤
触
た
る
短
廿
型
は
行
は
れ
で
ゐ

る
の
は
酉
砂
川
の
殿
ヶ
谷
･富
樫
･中
里
の
諮
新
出
に
於

で
顕
著
で
あ
る
｡
(

箪
三
園
参
照
)

酉
砂
川
の
渚
新
田
は
開
拓
の
静
初
均
仔~
主
義
を
以
て

地
割
が
施
さ
れ
ね
と
樽

へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡
開
拓
普
初
に

近
さ
頃
の
腰
的
帳
そ
の
他
の
版
櫨
と
す
べ
き
根
本
史
料

を

放
く
の
で
断
言
は
出
水
な

い
が
.
村
人

の
口
碑
と
整
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武
城
野
新
川
釆
路
の
研
究

飴
た
る
地
割
問
と
を
併
せ
考
ふ
る
時
は

之
7g
首
肯
n
れ
る
革
で
あ
る
.

｢
砂
川
｣
｡
｢
砂
州
前
新
田
｣
･
｢
砂
川
新

田
｣
等
ほ
於
で
は
.
夫
等
の
元
純
二
年

の
検
地
帳
に
ょ
つ
て
各
戸
の
所
有
耕
地

を
計
算
し
て
見
て
7g=.均
EE
主
義
を
以
て

分
割
ru
れ
た
と

い
ふ
罫
は
首
肯
し
得
な

い
｡
殊
に
を
の
地
割
間
も
酉
砂
川
の
も

の
は
比
し
て
は
不
規
則
在
形
態
を
示
し

て
ゐ
る
0

各
月
の
所
有
地
は
､
大
鰻
五
日
市
街

道
は
治
ふ
宅
地
と
そ
れ
は
縛
-
背
後
の

畑
地
と
な
み
'
更
に
山
林
に
至
っ
て
ゐ

る
0殊
は
酉
砂
川
は
於
で
は
殆
ん
ど
幅
の

等
し
い
短
冊
型
の
土
地
を
宅
地
-
耕
地

-
山
林
と
い
ふ

一
連
の
所
有
地
を

以
て

並
ん
で
ゐ
る
の
が
原
則
で
あ
る
｡

唯
そ
の
所
有
闘
係
も
長
い
間
の
分
家

蓋

瓦

三
三



地

球

弟

二
十
七
巻

譲
渡
等
に
ょ
つ
て
近
年
に
放
て
は
蔑
分
後
難
と
在
っ
て

ゐ
る
｡

一
第
間
に
見
る
如
-
､
宅
地
の
背
後
は
多
-
は

直
ち
に
屋
敷
林
は
接
し
て
ゐ
る
｡
特
に
屋
敷
林
の
分
布

が
術
道
の
北
側
の
来
港
は
著
し
い
の
は
本
地
域
は
於
け

る
北
風
の
防
塾
の
現
は
れ
で
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡
山

林
は
大
鰭
親
和
と
是
等
の
新
田
栄
藤
と
の
暴
中
央
の
姦

地
に
多
-
分
和
し
て
ゐ
る
｡
荷
是
等
に
聯
別
し
て
通
勤

耕
作
の
問
題
も
あ
る
が
之
は
何
れ
稿
を
改
め
て
論
述
し

た
い
と
瓜
っ
て
ゐ
る
｡

(
巳
)

道
路
と
宅
地
と
の
関
係

砂
川
相
は
五
日
市
縛
道
を
中
心
と
し
て
､
そ
の
南
北

の
基
地
両
を
開
拓
し
た
の
で
'
宅
地
は
何
れ
も
乙
の
街

道
の
両
側
に
治
っ

てゐ
る
O
併
し
乍
ら
を
の
米
蕗
は
純

農
村
と
L
y
登
蓮

した
為
'
商
業
都
市
の
如

き
相
称
の

形
態
を
と
っ
て
ゐ
覆

い
｡
北
側
の
緊
蕗
は
南

向
き
で
､

道
路
の
方

へ
庭
を
隔
て
･J
而
し
て
屠
少
､
南
側

の
衆
蕗

も
南
向
き
で
.
術
道
に
而
し
て
ゐ
る
家
は
新
し
い
商
店

の
み
で

.
を
の
数
も
極
め
て
少
い
｡
道
路
と
宅
地
と
の

間
に
は
見
罫
な
樺
の
並
木

があ
っ

て本
地
城
の
変
酵
景

鮮
五
鍍

烹

六

三
四

観
に

一
特
色
を
輿

へ
て
ゐ
る
｡

(
八
)

用
水
路
と
宅
地
と
の
関
係

砂
州
用
水
は

一
番
の
所
で
玉
川
上
水
よ
か
分
岐
し
p

五
日
市
荷
造
の
北
側
に
沿
っ
て
流
れ
て
ゐ
る
｡
関
東
で

あ
る
上
に
'
街
路
の
傍
に
あ
る
為
､
汚
濁
し
易

い
敏
鮎

は
あ
る
が
そ
の
幅
も
頗
-
流
水
畳
も
豊
富
で
現
在
で
も

水
車
や
洗
以
物
な
ど
に
利
用
し
て
ゐ
る
｡

砂
川
の
変
静
が
殆
ル
ビ
五
日
市
術
道
に
沿
っ
て
の
み

存
在
し
､
列
状
の
景
観
堅
不
し
て
ゐ
る
の
は
乙
の
用
水

路
の
存
在
が
藻
要
を

一
因
を
覆
し
て
ゐ
る
と
言

へ
や
う

(第
二
㌧
三
間
参
照
)

飲
料
水
の
項
は
於
で
述
べ
た
如
-
､
木
地
域
の
如
-

地
下
水
面
の
深
い
地
域
に
於
で
は
用
水
路
に
依
春
す
る

事
が
最
も
便
利
で
あ
る
｡

そ
rJ
で
宅
地
は
用
水
路
ほ
接
し
て
春
し
､
各
家
は
於

ヽ
ヽ

ヽ

て
は
宅
地
の
前
面
の
用
水
路
の
朗
に
｢流
し
｣
叉
は
｢
洗

ヽ
ヽ
S
場
｣
を
設
け
て
ゐ
る
0
街
道
の
南
側
に
宅
地
を
有
す

ヽ
ヽ

る
も
の
は
｢荷
桶
｣
を
以
y
用
水
か
ら
水
を
運
ん
で
之
を

用
に
供
し
て
ゐ
る
｡
か
!
る
革
質
は
殿
ヶ
谷
分
水
を
利



用
す
る
酉
砂
川
の
譜
新
EE
衆
蕗
に
放
て
79
同
様
に
見
ら

れ
る
0

(

ェ

)

宅
地
内
の
利
用
と
家
屋
配
置

本
地
城
は
純
=:.B
村
と
し
て
磯
達
し
､
特
に
養
繁
栄
の

感
を
地
域
で
あ
る
籍
宅
地
内
の
利
用
と
し
て
桑

髄
の
栽

櫨
が
著
し
い
｡

兼
京
府
下
｡埼
玉
･
刺
奈
川
よ
さ
莱
北
･
北
陸
方
面
に

迄
を
の
販
路
を
有
L
t
桑
苗
生
産
販
質
は
本
地
城
の
農

家
の
韮
婁
な
副
業
で
あ
る
｡

然
も
之
は
屋
敷
畑
と
そ
れ
に
槙
-
宅
地
近
-
の
畑
を

利
用
し
て
仕
立
て
j
ゐ
る
｡
宅
地
内
の
利
用
と
し
て
FJ

の
外
茶
樹
の
栽
櫓

･
自
家
用
就
栗
の
栽
培
等
79
極
め
て

有
利
に
行
ほ
れ
て
ゐ
る
.

宅
地
内
の
家
屋
配
置
や
各
家
の
聞
取
等
ほ
就
く
､
之

む

西
方
の
秋
留
盆
地
'
或
は
多
摩
川
の
河
岸
段
丘
上
の

栄

落
或
は
狭
山

･
加
治
等
の
丘
陵
下
に
あ
る
栄
静
の
を

れ
と
比
較
し
て
著
し
い
都
は
'
宅
地
而
積
の
大
な
る
と

北
ハに
､
宅
地
内
の
家
屋
配
置
及
び
間
取
等
が
極
め
て
大

規
損
で
あ
る
部
で
あ
る
｡

紙
擬
野
新

nI
粍
拓

の
那
兜

之
は
本
地
域
が
敢
初

よ
-
計
豊
的
に
地
割
を
施
し
た

開
拓
相
で
'
そ
の
経
鷺

の
大
規
模
で
あ
っ
た
事
と
､
相

の
機
構
が
畑
地
耕
作
及
び
奉
賛
選
管
を
主
と
す
る
純
粋

の
農
村
と
し
て
敬
達
し
大
魚
で
あ
ら
う
｡

七
､
結

語

.t
t
砂
川
相
は
武
北
野
基
地
に
開
拓
さ
れ
た
新
m
衆
蕗

の
模
式
的
の
も
の
で
あ
る
｡

二
p
砂
川
新
旺t
の
開
拓
過
程
は
寛
永
年
中
に
税
h
t敬
し

狭
山
丘
陵
と
多
摩
川
と
の
麗
々
中
火
五
日
市
街
道
に

滑
っ
て
開
磯
r
uれ
た
｡

三
㌧
該
新
田
は
そ
の
後
西
遊
の
東
関
に
閑
散
の
触
手
を

延
ば
し
兜
に
藤
村
と
し
五
日
市
街
道
と
多
摩
川
と
の

中
間
地
域
に
甫
砂
州
の
宋
罫
を
敏
速
せ
し
め
た
｡

四
㌧
観
相
は
狭
川
丘
陵
の
麓
及
び
多
摩
川
の
河
樺
段
丘

上
に
あ
る
｡

五
､
本
地
域
の
栗
弥
設
定
に
放
て
の
敢
大
の
地
桝
的
因

子
は
飲
料
水
問
題
で
あ
る
｡

六
'
地
下
水
採
取
に
就
て
の
困
難
は
新
町
柑

(
本
研
究

書
心

三
光



地

球

,
鈴
二
十
七
令

第

一
報
)
と
同
様
で
あ
る
が
飲
酢
水
と
し
て
玉
川
上

水

｡
砂
川
分
水
そ
の
他
の
用
水
路
の
開
港
が
あ
っ
て

本
地
域
の
新
田
栄
渉
の
磯
蓮
を
助
長
し
た
｡

七
､
特
に
東
部
地
域
に
党
落
磯
連
の
著
し
-
'
両
部
地

域
が
今
西
戯
-
撫
屠
任
地
昔
と
し
て
戎
rL.れ
て
ゐ
る

事
薯
は
用
水
路
の
敬
遠
と
乗
要
改
組
係
社
有
し
て
ゐ

る
〇

八
p

本
地
域
の
地
割
は
五
日
市
街
道
を
狭
ん
で
､
を
の

両
側
は
峯
々
南
北
の
方
向
に
短
冊
型
は
行
は
れ
ね
｡

九
p
砂
川
新
托t
の
地
割
に
就
で
は
p
均
円
主
義
に
よ
る

分
割
は
骨
肯
し
程
ら
れ
な

い
が
､
西
砂
川
に
於
て
は

均
田
主
義
の
地
割
と
推
定
さ
れ
る
鮎
が
あ
る
｡

一
〇
､
秒
川
村
の
衆
蕗
は
簡
閲
よ
か
見
れ
ば
街
村
の
如

-
列
状
の
栄
藤
で
あ
る
が
p
そ
の
機
構
は
純
粋
の
農

村
で
あ
る
｡
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